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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第11期
第１四半期
累計(会計)期間

第12期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第11期

会計期間
自平成22年１月１日
至平成22年３月31日

自平成23年１月１日
至平成23年３月31日

自平成22年１月１日
至平成22年12月31日

売上高（千円） 1,956,477 1,987,377 10,879,628

経常利益又は経常損失(△)（千円） 38,634 △162,792 1,807,726

四半期（当期）純利益

又は四半期純損失(△)（千円）
20,424 △147,135 1,032,665

純資産額（千円） 4,071,207 4,729,167 5,127,760

総資産額（千円） 7,441,670 9,256,285 8,736,541

１株当たり純資産額（円） 40,453.18 45,974.05 49,848.93

１株当たり四半期（当期）純利益金

額又は四半期純損失金額(△)（円）
202.95 △1,430.36 10,150.65

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
199.83 ― 10,084.88

自己資本比率（％） 54.7 51.1 58.7

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△400,720 △484,015 1,544,946

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△446,265 △646,034 △1,608,304

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
240,003 871,865 △39,013

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
950,756 1,326,314 1,454,947

従業員数（人） 450 515 487

　（注）１．当社は第12期第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、第11期第１四半期累計

（会計）期間および第11期は提出会社個別の経営指標を、第12期第１四半期連結累計（会計）期間は連結経

営指標を記載しております。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．第12期第１四半期連結累計（会計）期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額は、１株当たり四半

期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社、以下同様。）が営む事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動は「３　関係会社の状況」に記載のとおりであ

ります。

　

３【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありませんが、上海娜珀蕾?餐?管理有限公司の重要性

が高まったため、当社は当第１四半期連結会計期間より連結財務諸表を作成しており、連結範囲となる関係会社は以

下のとおりであります。

　

名称 住所 資本金 主要な事業の内容
議決権の所有
割合(％)

関係内容

（連結子会社）
　
株式会社MARRY MARBLE

神戸市
中央区

16百万円
婚礼演出映像製
作

100.0

婚礼に係る映像商
品の製作を委託
役員の兼任２名
債務保証あり

（連結子会社）
　
株式会社花乃店千樹園

名古屋市
昭和区

10百万円 婚礼装花 100.0

婚礼に係る装花商
品の製作を委託
役員の兼任３名
債務保証あり

（連結子会社）
　
上海娜珀蕾?餐?管理有限
公司（注）

上海市
徐?区

100百万円 レストラン運営 100.0役員の兼任３名

　（注）上海娜珀蕾?餐?管理有限公司は特定子会社に該当しております。

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成23年３月31日現在

従業員数（人） 515(125)

（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（パートタイマーを含んでおりますが、派遣社員は含んでおりませ

ん。）は、当第１四半期連結会計期間の平均人員を（　）内に外数で記載しております。

　

(2）提出会社の状況

 平成23年３月31日現在

従業員数（人） 469(116)

（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（パートタイマーを含んでおりますが、派遣社員は含んでおりませ

ん。）は、当第１四半期会計期間の平均人員を（　）内に外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【施行、受注及び販売の状況】

当社は、当第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、前年同四半期比は記載しており

ません。

なお、当社グループは婚礼事業ならびにこれらに付帯する業務の単一セグメントであるため、セグメント区分に変

えて部門別に記載しております。

　

(1）施行実績

　当第１四半期連結会計期間の挙式施行組数を部門別に示すと、次のとおりであります。

部門の名称

当第１四半期連結会計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年３月31日）

施行組数（組） 前年同四半期比（％）

 婚礼プロデュース部門 464 －

 婚礼衣裳部門 569 －

 自社施行 451 －

 他社施行 118 －

 ホテル・レストラン部門 464 －

 婚礼飲食 464 －

(2）仕入実績

　当第１四半期連結会計期間の仕入実績を部門別に示すと、次のとおりであります。

部門の名称

当第１四半期連結会計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年３月31日）

金額（千円） 前年同四半期比（％）

婚礼プロデュース部門 88,378 －

婚礼衣裳部門 27,929 －

ホテル・レストラン部門 158,226 －

合計 274,534 －

（注）上記の金額には消費税等は含まれておりません。

　

(3）受注状況

　当第１四半期連結会計期間の受注状況を部門別に示すと、次のとおりであります。

部門の名称

当第１四半期連結会計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年３月31日）

受注組数　（組）
前年同四半期比
（％）

受注組数残高
（組）

前年同四半期比
（％）

婚礼プロデュース部門 698 － 1,840 －

婚礼衣裳部門 815 － 1,762 －
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(4）販売実績

当第１四半期連結会計期間の販売実績を部門別に示すと、次のとおりであります。

部門の名称

当第１四半期連結会計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年３月31日）

金額（千円） 前年同四半期比（％）

 婚礼プロデュース部門 776,403 －

 婚礼衣裳部門 397,991 －

 自社施行 329,330 －

 他社施行 68,660 －

 ホテル・レストラン部門 812,981 －

 婚礼飲食 609,740 －

 宴会・一般飲食・宿泊 203,241 －

 合計 1,987,377 －

（注）１．上記の金額には消費税等は含まれておりません。

２．婚礼衣裳部門における自社施行は、当社グループ直営店および業務提携先で挙式・披露宴を行う場合

の衣裳等のレンタルおよび販売に伴う売上高であります。

３．婚礼衣裳部門における他社施行は、他社が運営する施設（ホテル、専門式場、ゲストハウスなど）で挙

式・披露宴を行う場合の衣裳等のレンタルおよび販売に伴う売上高であります。

４．ホテル・レストラン部門における婚礼飲食売上は、当社グループ直営店および業務提携先で挙式・披

露宴を行う場合の飲食に伴う売上高であります。

２【事業等のリスク】

　当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報

告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日において当社グループが判断したものであります。

また、当第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、前年同四半期との比較分析は行っ

ておりません。

なお、当社グループは婚礼事業ならびにこれらに付帯する業務の単一セグメントであるため、セグメント区分に変

えて部門別に事業の概況を記載しております。

　

(1）業績の状況

当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、海外経済の改善および政策効果を背景に、景気の持ち直し傾向

が継続することが期待されておりましたが、雇用情勢につきましては失業率が高水準にあるなど依然として厳しい状

況で推移いたしました。また、３月に発生いたしました東日本大震災による景気への影響が懸念されるなど、震災以降

不透明な状況が継続しております。

このような中、当社グループにおきましては、「Rock Your Life～世の中に元気を与え続ける会社でありたい～」

の経営理念のもと、健全な財務体質を構築しつつ堅実な出店、オンリーワンを追求するための様々な取り組みを行っ

てまいりました。

婚礼プロデュース部門においては、古都鎌倉の材木座海岸に２バンケット（宴会場）を有するオーシャンビューの

ゲストハウス「アマンダンブルー鎌倉」（神奈川県鎌倉市）を３月に開業し、事業エリアを更に拡げました。また、従

来のメインターゲットとは異なる価格帯の顧客ニーズに対して、初期投資を抑えながら、一段上のサービスを提供す

る新ブランド「フレアージュ」を立ち上げ、３月には第１号店となる「フレアージュ スウィート」（青森県青森

市）を出店することで、今後の収益拡大に向けた取り組みを行いました。

ホテル・レストラン部門においては、高いブランド力を持つ東京・銀座に、ロール寿司を中心とした創作和食レス

トラン「SHARI」のアジア旗艦店として、「SHARI THE TOKYO SUSHI BAR」（東京都中央区）を２月に開業いたしまし

た。

これら営業活動の結果、当第１四半期連結会計期間末における当社グループの店舗数は、以下のとおりとなり、当第

１四半期連結会計期間の売上高は1,987百万円となりました。

　

出店形式 ゲストハウス
結婚式場
ホテル

フレアージュ
ドレス
ショップ

レストラン 提携施設

店舗数 16 2 1 15 2 7

　

利益面につきましては、前述のとおり新店舗を開業したことに伴うイニシャルコストが通常稼動に先行して発生し

たこと、また、固定資産（主に建物）の耐用年数について経済的使用可能予測期間の見直しを実施したことで、減価償

却費が増加したこと等の要因により、営業損失は167百万円、経常損失は162百万円および四半期純損失は147百万円と

なりました。

部門別の状況は次のとおりであります。

　

①婚礼プロデュース部門

当第１四半期連結会計期間におきましては、前事業年度に開店した都市型ゲストハウス２店舗（「広島モノリ

ス」および「新潟モノリス」）が期初から業績に寄与いたしました結果、婚礼プロデュース部門の売上高は776

百万円となりました。

②婚礼衣裳部門

当第１四半期連結会計期間におきましては、前事業年度に開店したドレスショップ「エクリュスポーゼ新潟

店」が業績に寄与いたしました結果、婚礼衣裳部門の売上高は397百万円となりました。

③ホテル・レストラン部門

当第１四半期連結会計期間におきましては、婚礼プロデュース部門と同様に前事業年度に開店した都市型ゲス

トハウス２店舗（「広島モノリス」および「新潟モノリス」）が期初から業績に寄与いたしました結果、ホテル

・レストラン部門の売上高は812百万円となりました。
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(2）資産、負債及び純資産の状況

①資産

当第１四半期連結会計期間末における資産総額は9,256百万円となりました。このうち流動資産合計は1,965百

万円となり、その主な内訳は、現金及び預金が1,326百万円となっております。固定資産合計は7,291百万円とな

り、その主な内訳は、店舗に係る建物が4,582百万円、土地が767百万円となっております。また、店舗等の不動産賃

借契約に係る差入保証金が565百万円となっております。

②負債

当第１四半期連結会計期間末における負債総額は4,527百万円となりました。このうち流動負債合計は3,506百

万円となり、その主な内訳は、運転資金の借入による短期借入金が1,100百万円、挙式・披露宴等に係る前受金が

816百万円、また、設備投資に係る１年内返済予定の長期借入金が562百万円となっております。固定負債合計は

1,020百万円となり、その主な内訳は、設備投資に係る長期借入金が804百万円となっております。

③純資産

当第１四半期連結会計期間末における純資産総額は4,729百万円となりました。その主な内訳は、利益剰余金が

3,760百万円となっております。

　

(3）キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、法人税等の支払額および

有形固定資産の取得による支出があったこと等により255百万円減少し、また、新規連結に伴う現金及び現金同等物

の増加額が126百万円あったことにより1,326百万円となりました。

当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、使用した資金は484百万円となりました。主な要因は、法人税等の支払額が540百万円あったこと

によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、使用した資金は646百万円となりました。主な要因は、有形固定資産の取得による支出が645百万

円あったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、獲得した資金は871百万円となりました。主な要因は、短期借入金の増加額が1,095百万円あった

ことによるものであります。

　

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(5）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2）設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、前事業年度末において計画中であった重要な設備について完了したものは

次のとおりであります。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。

事業所名
（所在地）

設備の内容
（事業の内容）

帳簿価額（千円）
従業
員数
（人）

建物 構築物
車両運
搬具

レンタ
ル衣裳

工具、器
具及び
備品

ソフト
ウェア

土地
(面積㎡)

合計

フレアージュ

スウィート

(青森県青森市)

挙式・披露宴会場

(婚礼事業）
52,4815,400 ― 2,55218,657 ― ― 79,092

8

(1)

アマンダンブルー

鎌倉

(神奈川県鎌倉市)

挙式・披露宴会場

(婚礼事業）
543,39812,424 ― ― 28,523 ―

414,524

(1,902.39)
998,871

13

(2)

（注）１.上記の金額には消費税等は含んでおりません。

２.従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は平均人員を（ ）内に外数で記載しております。

３.フレアージュ　スウィートおよびアマンダンブルー鎌倉は平成23年３月に開業しております。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 230,400

計 230,400

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在発行数

（株）
（平成23年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年５月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 107,172 107,172
東京証券取引所

市場第一部
（注）

計 107,172 107,172 － －

　（注）普通株式は完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。なお、当

社は単元株制度を採用しておりません。

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株)

発行済株式総数
残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額（千円）

資本準備金
残高（千円）

平成23年１月１日～

平成23年３月31日
－ 107,172 － 608,825 － 468,373

　

（６）【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成23年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 　4,306 ―

権利内容に何ら限定の

ない当社における標準

となる株式

完全議決権株式（その他） 普通株式 102,866 102,866 同上

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 107,172 ― ―

総株主の議決権 ― 102,866 ―

（注）完全議決権株式（自己株式等）は全て当社保有の自己株式であります。

 

②【自己株式等】

 平成23年３月31日現在

所有者の氏名または名称 所有者の住所
自己名義所有株式
数（株）

他人名義所有株式
数（数）

所有株式数の合計
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社ノバレーゼ
東京都中央区銀座

一丁目８番14号
4,306 ― 4,306 4.02

計 ― 4,306 ― 4,306 4.02
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成23年
１月

２月 ３月

最高（円） 59,300 65,000 74,800

最低（円） 54,200 58,200 44,200

　（注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表および四半期財務諸表の作成方法について

(1）当社の当第１四半期連結会計期間（平成23年１月１日から平成23年３月31日まで）および当第１四半期連結累

計期間（平成23年１月１日から平成23年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用

語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基

づいて作成しております。

　

(2）当社の前第１四半期会計期間（平成22年１月１日から平成22年３月31日まで）および前第１四半期累計期間

（平成22年１月１日から平成22年３月31日まで）に係る四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び

作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成し

ております。

　

(3）前事業年度（平成22年１月１日から平成22年12月31日まで）は連結財務諸表を作成していないため、前連結会計

年度末に係る要約連結貸借対照表に代えて、前事業年度に係る要約貸借対照表を記載しております。また、前第１四

半期累計期間（平成22年１月１日から平成22年３月31日まで）は四半期連結損益計算書および四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書に代えて、前第１四半期累計期間（平成22年１月１日から平成22年３月31日まで）に係る四半

期損益計算書および四半期キャッシュ・フロー計算書を記載しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期会計期間（平成22年１月１日から平成22

年３月31日まで）および前第１四半期累計期間（平成22年１月１日から平成22年３月31日まで）に係る四半期財務

諸表ならびに当第１四半期連結会計期間（平成23年１月１日から平成23年３月31日まで）および当第１四半期連結

累計期間（平成23年１月１日から平成23年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について有限責任監査法人

トーマツによる四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

　当社は、前事業年度において中国に上海娜珀蕾?餐?管理有限公司を設立しましたが、その定量的かつ定性的重要性が

乏しいことを理由に連結財務諸表は作成しておりませんでした。しかしながら、今般、アジアにおける将来的な事業戦

略を積極的に推進していく方針であることにより、当該子会社の重要性が高まったと判断いたしました。そのため、当

社は、当該子会社および非連結子会社であった国内子会社２社を連結対象とし、当第１四半期連結会計期間より四半

期連結財務諸表を作成しております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】
【当第１四半期連結会計期間末】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成23年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,326,314

売掛金 83,047

商品 86,866

原材料及び貯蔵品 108,805

その他 360,240

流動資産合計 1,965,274

固定資産

有形固定資産

建物（純額） ※1,2
 4,582,259

土地 ※2
 767,790

建設仮勘定 267,307

その他（純額） ※1
 584,155

有形固定資産合計 6,201,512

無形固定資産 57,824

投資その他の資産

差入保証金 565,249

その他 466,425

投資その他の資産合計 1,031,674

固定資産合計 7,291,011

資産合計 9,256,285

負債の部

流動負債

買掛金 362,828

短期借入金 1,100,000

1年内返済予定の長期借入金 562,846

未払法人税等 4,515

前受金 816,716

賞与引当金 23,725

その他 635,846

流動負債合計 3,506,477

固定負債

長期借入金 804,860

資産除去債務 140,621

その他 75,159

固定負債合計 1,020,640

負債合計 4,527,118
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成23年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 608,825

資本剰余金 468,373

利益剰余金 3,760,996

自己株式 △109,909

株主資本合計 4,728,286

評価・換算差額等

為替換算調整勘定 881

評価・換算差額等合計 881

純資産合計 4,729,167

負債純資産合計 9,256,285
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【前事業年度末】
（単位：千円）

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,454,947

売掛金 114,100

商品 64,423

原材料及び貯蔵品 83,956

その他 313,804

流動資産合計 2,031,232

固定資産

有形固定資産

建物（純額） ※1
 3,903,192

土地 ※2
 767,790

建設仮勘定 327,394

その他（純額） ※1
 515,876

有形固定資産合計 5,514,253

無形固定資産 55,911

投資その他の資産

関係会社株式 145,060

差入保証金 557,082

その他 433,002

投資その他の資産合計 1,135,144

固定資産合計 6,705,309

資産合計 8,736,541

負債の部

流動負債

買掛金 454,349

1年内返済予定の長期借入金 521,171

未払法人税等 553,614

前受金 520,494

賞与引当金 90,000

その他 587,555

流動負債合計 2,727,184

固定負債

長期借入金 806,121

その他 75,475

固定負債合計 881,596

負債合計 3,608,781

純資産の部

株主資本

資本金 608,825

資本剰余金 468,373

利益剰余金 4,160,470

自己株式 △109,909

株主資本合計 5,127,760

純資産合計 5,127,760

負債純資産合計 8,736,541
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（２）【四半期連結損益計算書】
【前第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年３月31日)

売上高 1,956,477

売上原価 915,962

売上総利益 1,040,514

販売費及び一般管理費 ※
 1,005,992

営業利益 34,522

営業外収益

受取利息 1,406

受取手数料 5,727

その他 1,587

営業外収益合計 8,722

営業外費用

支払利息 4,426

その他 183

営業外費用合計 4,610

経常利益 38,634

特別利益

固定資産売却益 22

特別利益合計 22

特別損失

固定資産除却損 99

特別損失合計 99

税引前四半期純利益 38,556

法人税、住民税及び事業税 2,084

法人税等調整額 16,048

法人税等合計 18,132

四半期純利益 20,424
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【当第１四半期連結累計期間】
（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年３月31日)

売上高 1,987,377

売上原価 943,684

売上総利益 1,043,692

販売費及び一般管理費 ※
 1,211,267

営業損失（△） △167,575

営業外収益

受取利息 1,845

受取手数料 5,183

為替差益 2,121

その他 838

営業外収益合計 9,988

営業外費用

支払利息 4,728

その他 477

営業外費用合計 5,205

経常損失（△） △162,792

特別損失

固定資産除却損 4

災害による損失 20,830

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 39,063

特別損失合計 59,897

税金等調整前四半期純損失（△） △222,690

法人税、住民税及び事業税 2,015

法人税等調整額 △77,570

法人税等合計 △75,554

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △147,135

四半期純損失（△） △147,135
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
【前第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 38,556

減価償却費 125,640

賞与引当金の増減額（△は減少） △74,100

受取利息及び受取配当金 △1,406

支払利息 4,426

固定資産除却損 99

その他の損益（△は益） △22

売上債権の増減額（△は増加） 66,418

たな卸資産の増減額（△は増加） △32,390

その他の流動資産の増減額（△は増加） △4,218

仕入債務の増減額（△は減少） △116,671

未払金の増減額（△は減少） △77,327

未払費用の増減額（△は減少） △18,734

未払消費税等の増減額（△は減少） △64,630

前受金の増減額（△は減少） 213,410

その他の流動負債の増減額（△は減少） 11,297

その他の固定資産の増減額（△は増加） 2,774

その他の固定負債の増減額（△は減少） △673

小計 72,450

利息及び配当金の受取額 1,406

利息の支払額 △4,685

訴訟和解金の受取額 1,200

法人税等の支払額 △471,092

営業活動によるキャッシュ・フロー △400,720

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △432,584

無形固定資産の取得による支出 △3,938

差入保証金の差入による支出 △9,843

差入保証金の回収による収入 100

投資活動によるキャッシュ・フロー △446,265

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 470,000

長期借入金の返済による支出 △139,608

株式の発行による収入 70

配当金の支払額 △90,458

財務活動によるキャッシュ・フロー 240,003

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △606,982

現金及び現金同等物の期首残高 1,557,738

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 950,756
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【当第１四半期連結累計期間】
（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △222,690

減価償却費 171,017

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 39,063

賞与引当金の増減額（△は減少） △66,856

受取利息及び受取配当金 △1,845

支払利息 4,728

固定資産除却損 4

災害損失 20,830

その他の損益（△は益） △2,121

売上債権の増減額（△は増加） 36,925

たな卸資産の増減額（△は増加） △43,802

その他の流動資産の増減額（△は増加） △17,028

仕入債務の増減額（△は減少） △63,838

前受金の増減額（△は減少） 296,206

その他の流動負債の増減額（△は減少） △77,995

その他の固定資産の増減額（△は増加） △4,045

その他の固定負債の増減額（△は減少） △316

小計 68,234

利息及び配当金の受取額 1,845

利息の支払額 △5,008

訴訟和解金の受取額 1,200

災害損失の支払額 △10,000

法人税等の支払額 △540,286

営業活動によるキャッシュ・フロー △484,015

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △645,766

差入保証金の差入による支出 △524

差入保証金の回収による収入 256

投資活動によるキャッシュ・フロー △646,034

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,095,561

長期借入れによる収入 115,000

長期借入金の返済による支出 △141,336

配当金の支払額 △197,359

財務活動によるキャッシュ・フロー 871,865

現金及び現金同等物に係る換算差額 2,704

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △255,480

現金及び現金同等物の期首残高 1,454,947

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 126,847

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,326,314
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更】

当社は、当第１四半期連結会計期間より、四半期連結財務諸表を作成しております。四半期連結財務諸表作成の

ための基本となる重要な事項は以下のとおりであります。

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年３月31日）

１．連結の範囲に関する事項の

変更

(1）連結範囲の変更

当第1四半期連結会計期間より、株式会社MARRY MARBLE、株式会社花乃店

千樹園および上海娜珀蕾?餐?管理有限公司を重要性が増したことにより、

新たに連結の範囲に含めております。

(2）変更後の連結子会社の数

３社

２．会計処理基準に関する事項

の変更

資産除去債務に関する会計基準の適用

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企

業会計基準第18号　平成20年３月31日）および「資産除去債務に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適

用しております。

これにより、営業損失および経常損失が2,590千円増加し、税金等調整前四

半期純損失が41,653千円増加しております。また、当会計基準等の適用開始

による資産除去債務の変動額は132,673千円であります。

　

【簡便な会計処理】

当第１四半期連結会計期間（自　平成23年１月１日　至　平成23年３月31日）

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第１四半期連結会計期間（自　平成23年１月１日　至　平成23年３月31日）

該当事項はありません。

　

【追加情報】

当第１四半期連結会計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年３月31日）

（有形固定資産の耐用年数の変更）

婚礼施設に係る建物については、従来、耐用年数を41年としておりましたが、当第１四半期連結会計期間に

おいて、設備の使用実績や投資に対する方針、借地契約の内容等を総合的に検討した結果、婚礼施設の使用可

能期間が従来よりも短期化する傾向にあることから、当第1四半期連結会計期間より原則として20年に変更い

たしました。

この変更により、当第１四半期連結累計期間の営業損失および税金等調整前四半期純損失は、それぞれ

26,993千円増加しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成23年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額

　 2,329,664千円

※２　担保資産

　担保に供されている資産で、企業集団の事業の運営に

おいて重要なものであり、かつ、前事業年度の末日に比

べて著しい変動が認められるものは、次のとおりであ

ります。

建物 543,398千円

土地 414,524

計 957,923

　

前事業年度末
（平成22年12月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額

　 2,149,344千円

※２　担保資産および担保付債務

担保に供している資産は次のとおりであります。　

土地 414,524千円

計 414,524

３　債務保証

次の関係会社等について、金融機関からの借入に

対し、債務保証を行っております。

株式会社MARRY MARBLE14,439千円

株式会社花乃店千樹園 45,000

計 59,439

　

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目および金額は

次のとおりであります。

広告宣伝費 125,961千円

給料手当 221,647千円

賞与引当金繰入額 16,682千円

地代家賃 163,342千円

減価償却費 109,852千円

　

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年３月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目および金額は

次のとおりであります。

広告宣伝費 132,921千円

給料手当 264,260千円

賞与引当金繰入額 15,500千円

地代家賃 198,941千円

減価償却費 154,266千円
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年３月31日現在）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （千円）

現金及び預金勘定 950,756

現金及び現金同等物 950,756

 

　

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年３月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成23年３月31日現在）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （千円）

現金及び預金勘定 1,326,314

現金及び現金同等物 1,326,314

 

　

（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成23年３月31日）および当第１四半期連結累計期間（自　平成23年１月１日　

至　平成23年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　107,172株

 

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　　4,306株

 

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年３月24日

定時株主総会
普通株式 226,305 2,200

平成22年

12月31日

平成23年

３月25日
利益剰余金

（注）１株当たり配当金額2,200円には、会社設立10周年記念配当1,000円を含んでおります。

 

５．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社グループにおいては、婚礼事業ならびにこれらに付帯する業務の単一セグメントであるため、記載を

省略しております。

　

（追加情報）

当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　

平成21年３月27日）および「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第20号　平成20年３月21日）を適用しております。

　

（金融商品関係）

記載すべき事項はありません。

　

（有価証券関係）

記載すべき事項はありません。

　

（デリバティブ取引関係）

該当事項はありません。

　

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。

　

（資産除去債務関係）

記載すべき事項はありません。

　

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成23年３月31日）

１株当たり純資産額 45,974.05円

　

前事業年度末
（平成22年12月31日）

１株当たり純資産額 49,848.93円
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２．１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額等

前第１四半期累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

１株当たり四半期純利益金額 202.95円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
199.83円

　（注）１株当たり四半期純利益金額および潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとお

りであります。

 
前第１四半期累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

１株当たり四半期純利益金額     

四半期純利益（千円） 20,424

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 20,424

期中平均株式数（株） 100,636

     

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額     

四半期純利益調整額（千円） －

普通株式増加数（株） 1,573

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

―――――――――――――

　

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年３月31日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △1,430.36円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が

存在しないため記載しておりません。

　（注）１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年３月31日）

四半期純損失（△）（千円） △147,135

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純損失（△）（千円） △147,135

期中平均株式数（株） 102,866

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　

（リース取引関係）

該当事項はありません。

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年５月６日

株式会社ノバレーゼ

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松本　保範　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 瀬戸　 卓 　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ノバレーゼ

の平成22年１月１日から平成22年12月31日までの第11期事業年度の第１四半期会計期間（平成22年１月１日から平成22年

３月31日まで）及び第１四半期累計期間（平成22年１月１日から平成22年３月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四

半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明するこ

とにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ノバレーゼの平成22年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了

する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年５月６日

株式会社ノバレーゼ

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松本　保範　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 瀬戸　 卓 　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ノバレーゼ

の平成23年１月１日から平成23年12月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成23年１月１日から平成23

年３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成23年１月１日から平成23年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ノバレーゼ及び連結子会社の平成23年３月31日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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